
 

令和 7年度(2025年度)熊本県水産研究成果及び普及事例合同報告会プログラム 

日時：令和 8年(2026年)3月 24日（火）13時 30分～  

          場所：熊本県水産研究センター大研修室        

 

 

１ 開会 13:30～ 

２ 挨拶  

３ 課題発表  

 

第１部 環境変動に対応した漁業生産体制基盤の構築 

 

（１）赤潮被害軽減に向けたブリの種苗生産技術開発試験 

（養殖研究部 研究参事 永田 大生） 

13:40～14:00 

（２）カレニア赤潮の早期検出及び終息予測に向けて 

～有害プランクトンセンサーによる観測の有効性～ 

（浅海干潟研究部 研究主任 對馬 康史） 

14:00～14:20 

（３）冬季のあさり減耗はどうすれば防げる？ 

    ～合成樹脂製支柱を用いたあさり保護技術について～ 

（浅海干潟研究部 研究員 井上 翼） 

14:20～14:40 

（４）球磨川のアユ資源に影響するものはなにか 

  （資源研究部 研究主幹兼部長 𠮷村 直晃） 

14:40～15:00 

 

－ 休憩・時間調整 15:00～15:15（15分） － 

 

第２部 地域を動かす普及活動と担い手づくり 

 

（５）県北管内におけるカキ養殖について 

（県北広域本部水産課 技師 直江 瑠美） 

15:15～15:35 

（６）シジミ漁業は稼げるのか 

（県南広域本部水産課 主任技師 上原 大知） 

15:35～15:55 

（７）天草地域における藻場造成活動 

（天草広域本部水産課 参事 郡司掛 博昭） 

15:55～16:15 

（８）学びから就業へつなぐ担い手育成・確保の取組み 

（企画情報室 参事 多治見 誠亮） 

16:15～16:35 

 

４ 総合討論 

 

16:35～17:00 

５ 閉会 17:00  

 


